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(57)【要約】
【課題】　肥満、さらには、メタボリックシンドロームに有用な脂肪酸吸収抑制を目的と
した組成物、あるいは、抗肥満剤、並びに該組成物を含有してなる飲食品、ペットフード
、又は医薬品を提供することを課題とする。
【解決手段】　キナ酸、シキミ酸、および、キナ酸やシキミ酸を構成成分とする化合物の
成分、およびこれらの成分を含むドクダミ（Ｈｏｕｔｔｕｙｎｉａ　ｃｏｒｄａｔａ　Ｔ
ｈｕｎｂ．）等の植物の抽出物のうち、少なくとも１種を含む肥満、さらには、メタボリ
ックシンドロームを予防・改善するために脂肪酸吸収抑制を目的とした組成物、抗肥満剤
、並びに該組成物を含有してなる飲食品、ペットフード、又は医薬品とする。
【選択図】なし



(2) JP 2012-131760 A 2012.7.12

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　キナ酸、シキミ酸、あるいは、５－カフェオイルシキミ酸、クロロゲン酸、ロスマリ
ン酸を始めとしたキナ酸やシキミ酸を構成成分とする化合物、あるいは、その成分を含む
ドクダミ（Ｈｏｕｔｔｕｙｎｉａ　ｃｏｒｄａｔａ　Ｔｈｕｎｂ．）等の植物の抽出物を
含むことを特徴とする脂肪酸吸収抑制組成物。
【請求項２】
　　請求項１に記載の組成物を含有する飲食品、又は医薬品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は肥満、さらには、メタボリックシンドロームを予防・改善するための脂肪酸吸
収抑制を目的とした組成物、及び該組成物を含む飲食品、ペットフード、又は医薬品に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、運動不足、不規則な食生活により、肥満になる人が増加している。厚生労働省の
平成１９年の国民健康・栄養調査によると、約４人に１人が肥満であるとされている。肥
満とは脂肪細胞に過剰な脂肪が蓄積した状態のことである。肥満はメタリックシンドロー
ム発症の起点となることがわかっており、生活習慣病、さらには、動脈硬化性疾患を未然
に防ぐために、肥満を予防・改善することが必要とされている。いれまでに、カテキン、
キトサンなど幾つかの素材が知られているが、新規素材や効果の高い素材が求められてい
る。
【０００３】
　肥満症の人口は世界的にも増加の一途をたどっており、この肥満を予防することは地球
規模において非常に重要なことであるといえる。よって肥満を抑制することにより人々の
健康を伸長させることができる。
【０００４】
　手軽にかつ安全に、飲食用に使用することが可能であるとともに、肥満を抑制すること
ができる天然物質は常に求められている。このため、化学合成品に由来しない新しい天然
食品を開発すべく、世界の種々の生薬を始めとした天然物が注目されている。
【０００５】
　我々はドクダミが脂肪酸の腸管からの吸収を抑制することによって、脂肪の吸収を抑制
することを見出だした。そこで、ドクダミに含まれる脂肪酸吸収阻害成分を分画・精製し
、構造決定を試みたところ、５－カフェオイルシキミ酸を同定した。
【０００６】
　５－カフェオイルシキミ酸はカフェ酸のカルボキシル基がシキミ酸の５位のヒドロキシ
ル基と脱水縮合した構造を持つ化合物であり、マテ茶や緑茶、アロエベラ、ワラビ、ハマ
ビシ、ユリ科シオデ属のＳｍｉｌａｘ　ｅｘｃｅｌｓａやＳ．ｇｌａｂｒａ、ミカン科サ
ンショウ属の１種であるＺａｎｔｈｏｘｙｌｕｍ　ｎａｒａｎｊｉｌｌｏといった様々な
植物に含まれていることが報告されている。５－カフェオイルシキミ酸は、抗酸化作用や
熱帯病の病原体であるマンソン住血吸虫の増殖抑制作用を有することが確認されている。
これまで、脂肪酸の取り込みを阻害する天然物由来の成分として、フラボノイドの１種で
あるフロレチンが知られているが、５－カフェオイルシキミ酸がＮＥＦＡの取り込みやＦ
ＡＴ／ＣＤ３６を阻害するという報告はされていない。また、５－カフェオイルシキミ酸
に類似した構造を持つものとして、クロロゲン酸とロスマリン酸のようなカフェ酸誘導体
が挙げられる。クロロゲン酸はカフェ酸のカルボキシル基がキナ酸の５位のヒドロキシル
基と脱水縮合した構造を持つ。クロロゲン酸は、ＮＥＦＡの取り込みやＦＡＴ／ＣＤ３６
を阻害することが報告されていないが、抗肥満作用があることが確認されている。ロスマ
リン酸はカフェ酸のカルボキシル基が３，４－ジヒドロキシフェニル乳酸のヒドロキシル
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基と脱水縮合した構造を持ち、スクリーニングにより、ＦＡＴ／ＣＤ３６のアンタゴニス
トとして見出されたことが報告されている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、脂肪酸吸収の抑制を有する組成物を提供し、ひいては該組成物を含有する飲
食品又は医薬品を提供することにある。詳細にはキナ酸、シキミ酸、および、キナ酸やシ
キミ酸を構成成分とする化合物である５－カフェオイルシキミ酸、クロロゲン酸、ロスマ
リン酸を有効成分として含む肥満、さらには、メタボリックシンドロームを予防・改善す
るための脂肪酸吸収抑制を有する組成物、あるいは抗肥満剤、並びに組成物を含有する飲
食品、ペットフード、又は医薬品を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の課題を解決するために鋭意検討を重ねた結果、キナ酸、シキミ酸、５－カフェオ
イルシキミ酸、クロロゲン酸、ロスマリン酸に顕著な脂肪酸吸収抑制作用があることを見
出した。すなわち本発明は、以下の構成を有する。
（１）キナ酸、シキミ酸、５－カフェオイルシキミ酸、クロロゲン酸、ロスマリン酸を含
　　　有することを特徴とする肥満、さらには、メタボリックシンドロームを予防・改善
　　　するための脂肪酸吸収抑制組成物、あるいは抗肥満剤。
（２）上記（１）に記載の組成物を含有する飲食品、ペットフード、又は医薬品。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明により、キナ酸、シキミ酸、あるいは、５－カフェオイルシキミ酸、クロロゲン
酸、ロスマリン酸を始めとしたキナ酸やシキミ酸を構成成分とする化合物を有効成分とし
て含む肥満、さらには、メタボリックシンドロームを予防・改善するための脂肪酸吸収抑
制を有する組成物、並びに組成物を含有する飲食品、ペットフード、又は医薬品を提供す
ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　本発明の肥満、さらには、メタボリックシンドロームを予防・改善するための脂肪酸吸
収の抑制を目的とした組成物、あるいは、抗肥満剤、及び該組成物を含む飲食品、ペット
フード又は医薬品はキナ酸、シキミ酸、あるいは、５－カフェオイルシキミ酸、クロロゲ
ン酸、ロスマリン酸を始めとしたキナ酸やシキミ酸を構成成分とする化合物を含む。
【００１１】
　他の実地形態として、本発明の肥満、さらには、メタボリックシンドロームを予防・改
善するための脂肪酸吸収の抑制を目的とした組成物、あるいは、抗肥満剤、及び該組成物
を含む飲食品、ペットフード、又は医薬品は少なくともキナ酸、シキミ酸、あるいは、５
－カフェオイルシキミ酸、クロロゲン酸、ロスマリン酸を始めとしたキナ酸やシキミ酸を
構成成分とする化合物のうち、１種類ないし複数を含む。
【００１２】
　本発明の肥満、さらには、メタボリックシンドロームを予防・改善するための脂肪酸吸
収の抑制を目的とした組成物、あるいは、抗肥満剤、及び該組成物を含む飲食品、ペット
フード、又は医薬品がキナ酸、シキミ酸、あるいは、５－カフェオイルシキミ酸、クロロ
ゲン酸、ロスマリン酸を始めとしたキナ酸やシキミ酸を構成成分とする化合物を含むドク
ダミ（Ｈｏｕｔｔｕｙｎｉａ　ｃｏｒｄａｔａ　Ｔｈｕｎｂ．）等の植物抽出物からなる
場合、その植物の全体、又は葉部、樹皮、種子、芽、花、根、いずれの部位を使用して脂
肪酸吸収抑制剤を製造してもよいが好ましくはヤシ科植物の葉部抽出物又は濃縮抽出物が
使用される。抽出前にあらかじめ食物を乾燥した乾燥体、もしくは乾燥後粉砕した粉末な
ど加工を施した加工物でも良いし、何ら加工せず生のまま用いて抽出物及び／又は濃縮抽
出物を得てもよい。
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【００１３】
　本発明に係るキナ酸、シキミ酸、あるいは、５－カフェオイルシキミ酸、クロロゲン酸
、ロスマリン酸を始めとしたキナ酸やシキミ酸を構成成分とする化合物を含むドクダミ（
Ｈｏｕｔｔｕｙｎｉａ　ｃｏｒｄａｔａ　Ｔｈｕｎｂ．）等の植物の抽出物又は濃縮抽出
物の製造方法は好ましくは次の通りである。
その植物の乾燥物、細切物、或いは粉砕物などの加工物、或いは加工していないそのまま
の植物を低温加熱抽出する。この際に使用される抽出溶媒として、水、エタノール、メタ
ノール、アセトニトリル、酢酸エチルなどが挙げられる。
　さらにろ過して抽出液を得た後、この抽出液を濃縮する。濃縮物を液状のまま使用して
本発明の脂肪酸吸収抑制剤としてもよい。或いは、濃縮の後、凍結乾燥又は粉砕すること
により、本発明の脂肪酸吸収抑制剤としてもよい。
尚、本発明においては好ましくは、その植物の熱水抽出物又は濃縮抽出物が使用される。
この熱水抽出物を使用すると安全性に優れるため好ましい。
【００１４】
　他の実施形態として、本発明の肥満、さらには、メタボリックシンドロームを予防・改
善するための脂肪酸吸収の抑制を目的とした組成物、あるいは、抗肥満剤、及び該組成物
を含む飲食品、ペットフード、又は医薬品は、キナ酸、シキミ酸、あるいは、５－カフェ
オイルシキミ酸、クロロゲン酸、ロスマリン酸を始めとしたキナ酸やシキミ酸を構成成分
とする化合物を含むドクダミ（Ｈｏｕｔｔｕｙｎｉａ　ｃｏｒｄａｔａ　Ｔｈｕｎｂ．）
等を始めとした植物の抽出物を有効成分としての葉、根、種子、芽、花のいずれか一種以
上の部位からなる。
【００１５】
　前記実施形態において、キナ酸、シキミ酸、あるいは、５－カフェオイルシキミ酸、ク
ロロゲン酸、ロスマリン酸を始めとしたキナ酸やシキミ酸を構成成分とする化合物を含む
ドクダミ（Ｈｏｕｔｔｕｙｎｉａ　ｃｏｒｄａｔａ　Ｔｈｕｎｂ．）等を始めとした植物
は、葉、根、種子、芽、花のいずれの部位を使用してもよいが、好ましくは葉が使用され
る。本発明の肥満、さらには、メタボリックシンドロームを予防・改善するための脂肪酸
吸収抑制作用を有する抗肥満剤とするために、キナ酸、シキミ酸、あるいは、５－カフェ
オイルシキミ酸、クロロゲン酸、ロスマリン酸を始めとしたキナ酸やシキミ酸を構成成分
とする化合物を含むドクダミ（Ｈｏｕｔｔｕｙｎｉａ　ｃｏｒｄａｔａ　Ｔｈｕｎｂ．）
等を始めとした植物を加工せずにそのまま使用してもよいし、乾燥、細切、或いは粉砕な
どした加工物で本発明の抗肥満剤を製造してもよい。
【００１６】
　本発明の肥満、さらには、メタボリックシンドロームを予防・改善するための脂肪酸吸
収の抑制を目的とした組成物、あるいは、抗肥満剤、及び該組成物を含む飲食品、ペット
フード、又は医薬品には、キナ酸、シキミ酸、あるいは、５－カフェオイルシキミ酸、ク
ロロゲン酸、ロスマリン酸を始めとしたキナ酸やシキミ酸を構成成分とする化合物を含む
ドクダミ（Ｈｏｕｔｔｕｙｎｉａ　ｃｏｒｄａｔａ　Ｔｈｕｎｂ．）等を始めとした植物
の抽出物やキナ酸、シキミ酸、あるいは、５－カフェオイルシキミ酸、クロロゲン酸、ロ
スマリン酸が、含量０．０２～２００重量％となるように含有される。
【００１７】
　本発明の脂肪酸吸収抑制剤には、種類に応じて慣用の添加剤を使用することができる。
添加剤としては、例えば、賦形剤、ｐＨ調整剤、清涼化剤、懸濁化剤、消泡剤、粘稠剤、
溶解補助剤、崩壊剤、結合剤、滑沢剤、コーティング剤、着色剤、矯味矯臭剤、界面活性
剤又は可塑剤などが挙げられる。
【００１８】
　前記賦形剤としては、例えば、Ｄ－ソルビトール、Ｄ－マンニトール或いはキシリトー
ルなどの糖アルコール、ブドウ糖、白糖、乳糖或いは果糖などの糖類、結晶セルロース、
カルメロースナトリウム、りん酸水素カルシウム、コムギデンプン、コメデンプン、トウ
モロコシデンプン、バレイショデンプン、デキストリン、βーシクロデキストリン、軽質
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無水ケイ酸、酸化チタン、又はメタケイ酸アルミン酸マグネシウムなどが挙げられる。
【００１９】
　前記ｐＨ調整剤としては、例えばクエン酸、リンゴ酸、リン酸水素ナトリウム又はリン
酸二カリウムなどが挙げられる。前記清涼化剤としては、例えば１－メントール又はハッ
カ水などが挙げられる。前記懸濁化剤としては、例えば、カオリン、カルメロースナトリ
ウム、キサンタンガム、メチルセルロース又はトラガントなどが挙げられる。前記消泡剤
としては、例えばジメチルポリシロキサン又はシリコン消泡剤などが挙げられる。
【００２０】
　前記粘稠剤としては、例えばキサンタンガム、トラガント、メチルセルロース又はデキ
ストリンなどが挙げられる。前記溶解補助剤としては、例えばエタノール、ショ糖脂肪酸
エステル又はマクロゴールなどが挙げられる。前記崩壊剤としては、例えば低置換度ヒド
ロキシプロピルセルロース、カルボキシメチルセルロースカルシウム、クロスカルメロー
スナトリウム、ヒドロキシプロピルスターチ又は部分アルファー化デンプンなどが挙げら
れる。前記結合剤としては、例えばメチルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロース、
ヒドロキシプロピルメチルセルロース、ポリビニールピロリドン、ゼラチン、アラビアゴ
ム、エチルセルロース、ポリビニルアルコール、プルラン、アルファー化デンプン、カン
テン、トラガント、アルギン酸ナトリウム又はアルギン酸プロピレングリコールエステル
などが挙げられる。
【００２１】
　前記滑沢剤としては、例えばステアリン酸、ステアリン酸マグネシウム、ステアリン酸
カルシウム、ステアリン酸ポリオキシル、セタノール、タルク、硬化油、ショ糖脂肪酸エ
ステル、ジメチルポリシロキサン、ミツロウ又はサラシミツロウなどが挙げられる。
【００２２】
　本発明の脂肪酸吸収抑制剤には、必要に応じて、他の生理活性成分、ミネラル、ビタミ
ン、栄養成分、香料などの添加物を混合することができる。
【００２３】
　本発明の脂肪酸吸収抑制剤の形状としては、例えば、ハードカプセル、ソフトカプセル
のようなカプセル、錠剤、丸剤、顆粒状などの形状に加工され得る。これにより本発明の
脂肪酸吸収抑制剤は、例えば健康食品として供給することができる。また医薬品としても
供給が可能である。
【００２４】
　他の実施形態としては、本発明の脂肪酸吸収抑制剤を食品に添加して、抗肥満食品を製
造してもよい。前記食品としては、例えば、スナック、ビスケット、クッキー、チョコレ
ートなどの菓子類、ハム、ソーセージ、かまぼこ、ちくわ、パン、バター、粉乳や、お茶
、水、酒類、果汁、牛乳、その他清涼飲料水等の飲料などが挙げられる。
　次に、実施例を挙げて本発明を更に具体的に説明する。
【実施例１】
【００２５】
　以下に本発明をより詳細に説明するために実施例を挙げるが、本発明はこれらによって
何ら限定されるものではない。
【００２６】
（実験法）
　キナ酸、シキミ酸、５－カフェオイルシキミ酸、クロロゲン酸、ロスマリン酸の脂肪酸
吸収抑制効果を調べるために以下の実験を行った。すなわち７週齢、雌のｄｄＹマウス（
ｎ＝６）に尾採血を行った後、各試料（６０μｍｏｌ／ｋｇ）とオレイン酸（８ｍｌ／ｋ
ｇ）を同時に経口投与して、経時的に尾採血を行った。コントロール群には水（２０ｍｌ
／ｋｇ）とオレイン酸（８ｍｌ／ｋｇ）を同時に経口投与し、それぞれの血中遊離脂肪酸
値を測定した。その結果を表に示す。数値は平均値±標準誤差（ｍＥｑ／ｌ）。有意差検
定はＳｔｕｄｅｎｔのｔ－ｔｅｓｔによって行った。
【００２７】
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【表１】

【００２８】
　表１の結果からキナ酸、シキミ酸、５－カフェオイルシキミ酸、クロロゲン酸、ロスマ
リン酸の脂肪酸吸収抑制作用が確認された。
【産業上の利用可能性】
【００２９】
　本発明によりキナ酸、シキミ酸、あるいは、５－カフェオイルシキミ酸、クロロゲン酸
、ロスマリン酸を始めとしたキナ酸やシキミ酸を構成成分とする化合物、あるいは、その
成分を含むドクダミ（Ｈｏｕｔｔｕｙｎｉａ　ｃｏｒｄａｔａ　Ｔｈｕｎｂ．）等の植物
の抽出物を有効成分として含む肥満、さらには、メタボリックシンドロームを予防・改善
するための脂肪酸吸収の抑制を目的とした組成物、あるいは、抗肥満剤、及び該組成物を
含む飲食品、ペットフード、又は医薬品を提供することが可能となった。
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